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        No. 2675
2024 年 4 月 22 日

【
う
ら
へ
続
く
】

第
95
回 

国
連
憲
章
、
国
際
法
を
遵
守
し
平
和
を
守
れ

・
ロ
シ
ア
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
を
や
め
、
た
だ

ち
に
撤
退
せ
よ

・
イ
ス
ラ
エ
ル
は
ガ
ザ
で
の
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
を

や
め
よ
。
即
時
停
戦
を

平
和
と
く
ら
し
を
壊
す
大
軍
拡
・
大
増
税
反
対

日
本
を
戦
場
化
す
る
「
戦
争
国
家
づ
く
り
」
を

ス
ト
ッ
プ
さ
せ
よ
う

・
自
衛
隊
を
米
軍
の
指
揮
下
に
組
み
込
む
日
米

軍
事
同
盟
の
大
変
質
を
許
す
な

・
憲
法
改
悪
反
対

・
軍
事
対
軍
事
で
な
く
、
憲
法
９
条
を
生
か
し

た
対
話
と
外
交
に
よ
っ
て
東
ア
ジ
ア
に
平
和
を

・
辺
野
古
の
新
基
地
建
設
反
対
、
西
南
諸
島
の

ミ
サ
イ
ル
基
地
化
反
対

・
次
期
戦
闘
機
輸
出
反
対
。
日
本
を
「
死
の
商

人
国
家
」
に
す
る
な

・
唯
一
の
戦
争
被
爆
国
日
本
は
、
核
兵
器
禁
止

条
約
の
早
期
批
准
を

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
社
会
を
実
現
し
よ
う
。
多
様

性
を
尊
重
し
、
個
人
の
尊
厳
を
ま
も
る
政
治
を

・
８
時
間
働
い
て
普
通
に
暮
ら
せ
る
賃
金
・
働

く
ル
ー
ル
の
確
立
を

・
政
府
は
い
ま
す
ぐ
最
賃
１
５
０
０
円
、
全
国

一
律
最
賃
法
制
化
の
実
現
に
取
り
組
め

・
消
費
税
５
％
へ
の
減
税
、
不
公
平
税
制
の
是

正
、
大
企
業
の
内
部
留
保
の
還
元

・
医
療
、
社
会
保
障
、
教
育
、
若
者
・
子
育
て

支
援
に
税
金
を
回
せ
。
ケ
ア
に
手
厚
い
社
会
を

・
能
登
地
震
か
ら
の
復
興
に
全
力
を
。
生
活
と

生
業
の
再
建
を
急
げ

・
原
発
汚
染
水
の
海
洋
放
出
を
許
す
な

・
老
朽
原
発
の
再
稼
働
反
対
。
原
発
ゼ
ロ
・
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
を

Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
働
者
は
連
帯
し
、
大
幅
賃
上
げ
、
労

働
条
件
の
大
幅
改
善
を
実
現
し
よ
う

・
賃
金
格
差
の
拡
大
反
対
、
査
定
昇
給
で
は
な

く
一
律
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
を

・
労
働
強
化
と
低
賃
金
を
押
し
つ
け
る
「
成
果

主
義
」
賃
金
制
度
は
廃
止
を
。 

評
価
の
透
明

性
・
公
平
性
・
納
得
性
の
確
保
を

・
異
動
に
あ
た
っ
て
は
、
本
人
の
意
向
、
家
庭

の
事
情
、
キ
ャ
リ
ア
、
ス
キ
ル
の
尊
重
を

研
究
者
・
技
術
者
の
生
活
と
権
利
を
守
り
、
研

究
所
に
ふ
さ
わ
し
い
職
場
を
築
こ
う

・
長
時
間
労
働
を
規
制
し
、
健
康
と
生
活
を
守

れ・
裁
量
研
究
開
発
手
当
の
大
幅
な
増
額
を
、
リ

モ
ー
ト
ワ
ー
ク
手
当
の
増
額
を

・
研
究
者
・
技
術
者
の
専
門
職
性
の
尊
重
を

・
研
究
の
継
続
性
・
系
統
性
を
重
視
し
、
基
礎

か
ら
応
用
ま
で
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
研
究
計
画

を・
軍
事
研
究
反
対
、
研
究
成
果
の
軍
事
利
用
を

許
す
な

  国
民
的
大
運
動
で
岸
田
政
権
を
打
倒
し
よ
う

・
武
器
開
発
・
軍
事
研
究
を
加
速
さ
せ
る
「
経

済
秘
密
保
護
法
案
」は
廃
案
に
。プ
ラ
イ
バ
シ
ー

を
調
査
す
る
適
正
評
価
（
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
ク

リ
ア
ラ
ン
ス
）
制
度
の
導
入
を
許
す
な

・
日
本
学
術
会
議
の
独
立
性
を
壊
す
法
人
化
の

強
行
反
対

・
自
民
党
は
自
ら
裏
金
問
題
の
実
態
を
明
ら
か

に
せ
よ
、
疑
惑
議
員
の
証
人
喚
問
を

・
企
業
・
団
体
献
金
は
金
権
腐
敗
政
治
の
根
源
、

厳
し
く
禁
止
せ
よ
。
政
党
助
成
金
は
廃
止
を

日
米
安
保
条
約
を
廃
棄
し
、
平
和
・
中
立
の
日

本
を
築
こ
う

　

メ
ー
デ
ー
ス
ロ
ー
ガ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
本
共
産
党
通
研
支
部

　

17
日
、
改
定
Ｎ
Ｔ
Ｔ
法

が
成
立
。「
研
究
成
果
の
開

示
義
務
の
撤
廃
や
外
国
人

役
員
を
全
体
の
３
分
の
１

未
満
ま
で
認
め
る
」「
付
則

に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
法
の
廃
止
を
含

め
検
討
と
の
文
言
が
盛
り

込
ま
れ
た
」「
防
衛
省
が
Ｉ

Ｏ
Ｗ
Ｎ
（
ア
イ
オ
ン
）
に

注
目
し
て
い
る
と
い
う
」

「
研
究
成
果
が
軍
事
利
用

さ
れ
る
危
険
が
あ
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

東
京
大
学
と
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東

日
本
が
産
学
協
創
協
定
を

締
結
。「
自
律
・
分
散
型
の

地
域
を
支
え
る
次
世
代
デ

ジ
タ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
基

盤
の
構
築
を
目
的
と
し
て

可
決
。「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
の
誹
謗
中
傷
等
の
違

法
・
有
害
情
報
に
対
処
す

る
も
の
だ
」「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど

の
大
規
模
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
事
業
者
に
対
し

対
応
の
迅
速
化
な
ど
を
義

務
づ
け
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

子
育
て
支
援
法
改
定
案

が
衆
院
委
で
可
決
。「
こ
ち

ら
は
立
民
、
維
新
、
共
産
、

い
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

プ
ロ
バ
イ
ダ
責
任
制
限

法
改
正
案
が
全
会
一
致
で
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

国
民
は
反
対
し
た
」「
財
源

は
医
療
保
険
に
上
乗
せ
し

て
徴
収
さ
れ
る
」「
所
得
が

低
い
ほ
ど
負
担
が
重
い
」

「
政
府
は
負
担
増
に
な
ら

な
い
と
説
明
し
て
き
た
が

ま
や
か
し
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

19
日
、
イ
ス
ラ
エ
ル
が

イ
ラ
ン
領
内
を
攻
撃
。「
も

と
は
イ
ス
ラ
エ
ル
が
シ
リ

ア
に
あ
る
イ
ラ
ン
大
使
館

を
攻
撃
し
た
こ
と
が
発
端

だ
」「
13
日
に
は
イ
ラ
ン
が

イ
ス
ラ
エ
ル
に
報
復
攻
撃

し
た
」「
こ
れ
で
は
報
復
の

連
鎖
だ
」「
国
連
憲
章
と
国

際
法
を
踏
み
に
じ
る
も
の

だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

四
国
の
豊
後
水
道
で
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
６
・
６
の

地
震
が
発
生
。「
愛
媛
県
愛

南
町
と
高
知
県
宿
毛
市
で

震
度
６
弱
を
観
測
し
た
」

「
最
近
大
き
な
地
震
が
多

い
気
が
す
る
。
心
配
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
道
路
沿
い
の
ハ
ナ
ミ

ズ
キ
が
咲
き
出
し
た
」「
花

び
ら
と
見
え
る
の
は
葉
の

変
形
し
た
苞ほ
う

だ
」「
ツ
ツ
ジ

も
フ
ジ
も
ボ
タ
ン
も
咲
き

始
め
た
」

ラ
ピ
ダ
ス
に
国
費
投
入
９
千
億
円
超

ア
メ
リ
カ
い
い
な
り
の「
戦
争

国
家
」
づ
く
り
の
一
環

　

２
日
、
政
府
は
ラ
ピ
ダ

ス
に
５
９
０
０
億
円
の
追

加
支
援
を
決
定
、
こ
れ
ま

で
の
３
３
０
０
億
円
の
補

助
と
あ
わ
せ
、
国
費
投
入

は
合
計
約
１
兆
円
で
す
。

米
Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
「
２
ナ
ノ
」

半
導
体
の
技
術
を
使
っ
て

生
産
を
目
指
す
ラ
ピ
ダ
ス

武力で平和はつくれない！
とりもどそう憲法いかす政治を

2024 憲法大集会
　　日時：５月３日（金・休）
 　　13:00 ～ メインステージ    14:30 ～パレード
　　場所：東京・有明防災公園
　　　りんかい線「国際展示場駅」より徒歩 4 分
　　　ゆりかもめ「有明駅」より徒歩 2 分

主催：平和といのちと人権を！ 5・3 憲法集会実行
　　　委員会

で
す
が
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
は
米
国

防
総
省
に
よ
る
半
導
体
の

技
術
開
発
の
中
核
を
担
っ

て
い
ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
は
「
国
家
防

衛
戦
略
」
で
、
半
導
体
を

取
り
組
む
べ
き
重
点
領
域

に
掲
げ
、
参
加
を
求
め
ら

れ
た
岸
田
政
権
は
半
導
体

を
日
米
同
盟
の
技
術
連
携

の
要
に
位
置
づ
け
ま
し
た
。

　

い
ま
ま
で
日
本
の
半
導

体
産
業
を
潰
し
て
き
た
ア

メ
リ
カ
、
そ
の
方
針
転
換

に
は
重
大
な
思
惑
が
あ
り

ま
す
。
ラ
ピ
ダ
ス
の
東
哲

郎
会
長
は
昨
年
10
月
の
講

演
で
米
軍
へ
の
貢
献
を
明

言
。
22
年
に
は
経
産
省
と

米
国
防
総
省
の
担
当
者
が

米
軍
兵
器
へ
の
同
社
製
品

の
使
用
を
検
討
し
て
い
ま

す
。
ラ
ピ
ダ
ス
へ
の
支
援

は
ア
メ
リ
カ
い
い
な
り
の

「
戦
争
国
家
」づ
く
り
の
一

環
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

　避難所の雑魚寝 !!
　　　いまや時代遅れ
　台湾、イタリアでは温かい
　食事が当たり前

　

震
災
の
避
難
所
は
体
育

館
な
ど
で
雑
魚
寝
が
当
た

り
前
。
し
か
し
台
湾
地
震

で
は
全
く
違
っ
て
い
た
。

4
時
間
後
に
は
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
を
守
る
パ
ー
テ
ィ

シ
ョ
ン
を
設
置
、
毎
食
の

温
か
い
食
事
。
子
ど
も
た

ち
が
ゲ
ー
ム
を
楽
し
む
場

所
ま
で
あ
る
。
６
年
前
は

台
湾
で
も
雑
魚
寝
だ
っ
た

が
、
国
が
動
い
た
。
平
時

か
ら
民
間
団
体
や
企
業
が

連
携
し
て
態
勢
が
つ
く
ら

れ
、
地
震
10
分
後
に
は
行

動
を
始
め
た
。

　

地
震
の
多
い
イ
タ
リ
ア

で
は
、
国
が
主
導
し
た
災

害
対
応
「
Ｔ
Ｋ
Ｂ
48
」
と

い
う
シ
ス
テ
ム
が
つ
く
ら

れ
て
い
る
。
48
時
間
以
内

  　ＮＴＴ法改定案
  日本共産党は反対
  ＮＴＴ法改定案は 17 日、参議院本会議で、
自民、公明、立民、維新、国民の賛成で可決・
成立しました。日本共産党はＮＴＴに課され
ている公的責務を縮小・廃止し、軍事研究に
道を開くものだと批判し、反対しました。
　衆院総務委員会での質疑で政府は、ＮＴＴ
と防衛省や米軍との共同研究の可能性を否定
しませんでした。

に
「
T
（
ト
イ
レ
）
K

（
キ
ッ
チ
ン
）
B
（
ベ
ッ

ド
）」
を
整
備
す
る
。

　

し
か
し
日
本
は
地
方
任

せ
、
避
難
環
境
は
整
わ
ず

災
害
関
連
死
を
増
や
し
て

い
る
。
防
災
関
係
者
が
声

を
上
げ
、
日
本
共
産
党
も

国
会
提
案
を
し
て
き
た
。

予
算
が
な
い
で
は
す
ま
さ

れ
な
い
。
国
主
導
の
災
害

シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
い
ま

す
ぐ
必
要
だ
。　
（
Ｅ
）

次
回
の
発
行
は
５
月

７
日
で
す
。


